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《表紙》
　小浜中学校の３年生 28 人
が赤ちゃん抱っこの体験をし
ました。これは命の大切さを
学ぶ総合学習の一環として、
毎年実施されているもので、
生徒らは、「小浜助産師会う
ぶごえ」のメンバーから指導
を受けながら、生後３〜８カ
月の赤ちゃんとのふれあいを
楽しみました。

（９月 12 日）

【特集】県立高校若狭３校が統合再編へ
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平成25年４月〜

県立高校若狭３校が統合再編へ
〜若狭高と水産高が統合。東高は総合産業高校に〜

　平成 25年４月スタートを目標に、足かけ３年にわたって
議論を進めてきた若狭地区の県立高校再編問題。県教育委
員会は、昨年 12月、現在の３校を２校（若狭高校と若狭東
高校）にすることを決定しました。これにより、来年４月
には、小浜水産高校は若狭高校に統合され、若狭東高校は
総合産業高校として新たなスタートを切ります。
　今月号では、再編の経緯やその概要、今後の再編計画な
どについてお知らせします。　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　■問い合わせ　県教育庁高校教育課
　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0776・20・0568
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浜
水
産
高
校
で
は
、
近
年
、
志
望

　
　
　

者
数
や
入
学
者
数
が
募
集
定
員
に

満
た
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

専
攻
科
に
つ
い
て
も
、
毎
年
10
人
程
度
の

募
集
に
対
し
て
、
入
学
者
は
１
〜
４
人
程

度
と
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
（
表
１
）。
教

員
数
の
確
保
や
生
徒
へ
の
教
育
効
果
、
学

校
の
活
力
維
持
の
観
点
か
ら
考
慮
す
る
と
、

今
後
も
生
徒
数
の
減
少
に
定
員
や
学
科
数

の
削
減
で
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　年々中学生の数は減少し、定員を維持するのが困難
になっている県立高校。加えて、学習内容と進路にミ
スマッチも生じており、現在、幅広いニーズに対応し
た新たな教育体制づくりが求められています。

　
　
　

学
校
卒
業
者
数
は
、
平
成
元
年
３

　
　
　

月
の
１
０
０
４
人
か
ら
平
成
23

年
に
は
６
６
８
人
ま
で
減
少
（
約
33
％

減
）
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
38
年
に
は

５
２
１
人
ま
で
減
少
（
約
48
％
減
）
す
る

見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
１
）。
今

後
も
、
生
徒
数
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
高
校
の
適
正
規
模
の
確
保
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

再
編
決
定
ま
で
の
軌
跡

voice

県教育委員会

「高校再編について思うこと」
〜市民に街頭インタビュー〜

　
　
　

れ
ま
で
、
若
狭
高
校
と
若
狭
東
高

　
　
　

校
で
は
、
生
徒
数
の
減
少
に
普
通

科
の
定
員
数
を
削
減
す
る
こ
と
で
対
応
し

て
き
た
た
め
、
普
通
科
系
学
科
と
職
業
系

専
門
学
科
の
定
員
割
合
が
ほ
ぼ
１
対
１

と
、
ほ
か
の
地
区
に
比
べ
て
普
通
科
系
学

科
の
割
合
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。な
お
、

県
全
体
で
の
普
通
科
系
学
科
の
割
合
は
平

均
で
約
66
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
現
在
の
体
制
を
維
持
す
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
、
普
通
科
系
学
科
の
定
員

数
の
削
減
を
続
け
る
と
、平
成
38
年
に
は
、

普
通
科
系
学
科
の
定
員
割
合
は
約
40
％
ま

で
低
下
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
生

徒
の
普
通
科
へ
の
高
い
進
学
希
望
に
応
え

る
た
め
、
早
急
に
学
校
体
制
を
見
直
し
、

普
通
科
の
定
員
割
合
を
引
き
上
げ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
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の
よ
う
に
再
編
整
備
は
、
生
徒
数

　
　
　

の
減
少
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

生
徒
が
よ
り
良
い
環
境
で
、
よ
り
充
実
し

た
高
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
教
育

環
境
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

　

若
狭
地
区
３
高
校
の
再
編
整
備
に
よ

り
、
今
後
、
教
育
環
境
が
改
善
さ
れ
る
と

と
も
に
、
教
育
の
質
が
向
上
し
、
地
元
や

国
内
外
で
活
躍
で
き
る
人
材
が
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
育
成
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

こ

▼
第
１
回
高
校
教
育
懇
談
会

（
地
区
の
現
状
な
ど
）

▼
第
２
回
高
校
教
育
懇
談
会

（
各
高
校
の
現
状
と
課
題
）

▼
第
３
回
高
校
教
育
懇
談
会

（
再
編
整
備
の
方
向
性
提
示
）

▼
水
産
高
校
教
育
に
関
す
る

検
討
会
議

▼
若
狭
地
区
高
校
再
編
に
関

す
る
研
修
会

▼
中
学
校
関
係
者
な
ど
と
の

意
見
交
換
会

▼
高
校
再
編
に
関
す
る
保
護

者
な
ど
と
の
懇
談
会

▼
第
４
回
高
校
教
育
懇
談
会

（
再
編
整
備
の
２
つ
の
方
向

性
を
提
示
）

▼
若
狭
地
区
中
学
校
長
と
の

懇
談

▼
若
狭
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会

▼
若
狭
地
区
教
育
委
員
と
の

懇
談
会

▼
若
狭
地
区
の
方
向
性
決
定

▼
２
月
議
会
に
提
示

▼
県
教
育
委
員
会
で
決
定

図１ 若狭地区の中学校卒業者数（見込み含む）

（人）こ

小

中

なぜ
再編
　なのかー

止まらない生徒数の減少

年度

年度 Ｈ 21 Ｈ 22 Ｈ 23
志望者数 47 48 43
募集定員 90 90 90
入学者数 79 77 75

年度 Ｈ 21 Ｈ 22 Ｈ 23
募集定員 約 10 約 10 約 10
入学者数 1 4 4

【本科】

【専攻科】

表１ 小浜水産高校の定員、入学者数の推移

※志望者数は、前年９月実施の進路希望調
　査結果による　

（人）

（人）

　
　
　

う
し
た
中
に
お
い
て
も
、
本
県
唯

　
　
　

一
の
水
産
・
海
洋
教
育
を
行
う
場

の
確
保
は
重
要
で
あ
り
、
再
編
整
備
の
中

で
、
若
狭
地
域
の
特
色
あ
る
食
文
化
や
、

県
立
大
学
海
洋
生
物
資
源
学
部
、
県
栽
培

漁
業
セ
ン
タ
ー
な
ど
各
種
研
究
機
関
が
近

接
す
る
立
地
条
件
を
生
か
し
、
魅
力
あ
る

海
洋
・
水
産
教
育
の
展
開
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
若
狭
東
高
校
農
業
科
（
産
業
技

術
科
、
生
活
科
学
科
）
で
は
、
近
年
、
卒

業
生
の
農
林
業
へ
の
就
職
者
が
極
め
て
少

な
く
、
学
習
内
容
と
進
路
と
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
が
生
じ
て
お
り
、
地
域
の
産
業
界
や
生

徒
の
現
在
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
新
た
な

教
育
体
制
づ
く
り
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。

こ

業
生
は
、
母
校
に
愛
着
を
持
っ
て
い

た
が
、
そ
の
ル
ー
ツ
が
な
く
な
る
。

寂
し
い
し
、
残
念
。

　
　
　
　
　
　
　

   　
（
60
代
男
性
）

部
活
動
に
関
し
て
い
え
ば
、
３
校
か

ら
２
校
に
な
る
こ
と
で
、
強
い
選
手

が
集
ま
り
や
す
く
な
り
、
よ
り
活
発

化
す
る
と
思
う
。　

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
30
代
男
性
）

進
学
校
と
職
業
校
に
明
確
に
区
分
さ

れ
、
中
間
的
な
学
力
の
人
は
ど
う
す

れ
ば
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
。　
　

　
　
　
　
　
　
　

   　
（
40
代
女
性
）

再
編
は
や
む
を
得
な
い
と
思
う
が
、

来
年
４
月
入
学
の
人
は
大
変
だ
と

思
う
。
一
方
で
、
若
狭
高
校
が
県

立
大
学
と
ど
の
よ
う
に
連
携
し
て

い
く
か
は
注
目
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
50
代
女
性
）

過
去
の
デ
ー
タ
が
な
く
、
受
験
対

策
が
大
変
。
一
方
で
は
、
集
中
的

な
教
育
が
促
さ
れ
、
進
学
率
上
昇

な
ど
が
期
待
で
き
る
。

　
　
　
　
　

  　
　
　
（
10
代
男
性
）

『
水
産
高
校
は
閉
校
。
東
高
校
は
総

合
産
業
高
校
に
』
こ
の
２
校
の
卒

県立大と若狭高が
　　高大連携協定を締結 !

TOPICS

　９月 12 日㊌に、県立大学海洋生物資源学部
長、若狭高等学校長、教育関係者などが出席し
て、海洋生物資源学部と若狭高等学校との間で、
高大連携に関する協定が締結されました。
　高大連携に関する協定の締結は、日本海側で
は初めてで、これにより、今後は、高大連携に
よる授業や課題研究など、魅力的で質の高い海
洋・水産教育の展開が期待されます。
　なお、現在、教育関係者で組織する「高大連
携協議会」で、連携の具体的な内容を協議して
います。
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再
編
に
当
た
り
、
ま
ず
、
若
狭
高

校
は
、「
普
通
科
」、「
文
理
探
究
科
」、

｢

海
洋
科
学
科
（
仮
称
）｣

を
持
つ
学
校

と
し
て
、生
徒
ひ
と
り
ひ
と
り
の
進
学
・

進
路
実
現
を
目
指
し
ま
す
。｢

海
洋
科

学
科
（
仮
称
）｣

で
は
、
県
立
大
学
と

の
連
携
を
深
め
、
新
た
な
海
洋
教
育
も

展
開
し
な
が
ら
伝
統
あ
る
水
産
教
育
を

継
承
し
て
い
き
ま
す
。
若
狭
東
高
校
で

は
、
地
域
企
業
と
の
連
携
を
深
め
、
地

元
の
将
来
を
担
う
若
い
力
を
育
て
て
い

き
ま
す
。
農
・
工
・
商
の
学
科
が
そ
ろ

う
総
合
産
業
高
校
と
な
る
こ
と
で
、
若

狭
地
域
の
職
業
教
育
の
中
枢
と
し
て
選

ば
れ
る
学
校
を
目
指
し
ま
す
。

　

適
正
な
学
校
規
模
の
確
保
は
、勉
学
、

部
活
動
、
学
校
行
事
な
ど
、
学
校
全
体

の
活
性
化
に
は
不
可
欠
で
す
。
２
つ
の

高
校
は
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
を
生
か
し

な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
磨
き
、
来

年
度
の
開
校
に
向
け
て
、
よ
り
良
い
学

校
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
入
学
す
る
生
徒
の
皆
さ
ん

は
、
第
１
期
生
と
し
て
、
夢
や
希
望
を

持
っ
て
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
り
、

在
校
生
と
も
協
力
し
な
が
ら
成
長
し
て

い
く
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

１期生には夢や希望を持って高校生活を送ってほしい

県教育委員会教育長
林　雅則さん

はやし・まさのり
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高校名 学科名
１学年当たりの

学級数
１学年当たりの

定員数
備考

若狭高校
（293）

普通科 ５ 181
文理探究科 ２ 50

商業科 １ 31
商業科

情報処理科 １ 31

若狭東高校
（184）

普通科 ２ 60
産業技術科 １ 32

農業科
生活科学科 １ 32
電子機械科 １ 30

工業科
電気科 １ 30

小浜水産高校
（90）

海洋科学科 １ 30
水産科食品工業科 １ 30

水産経済科 １ 30

高校名 学科名
１学年当たりの

学級数
１学年当たりの

定員数
備考

若狭高校
（320）

普通科 ６ 220
文理探究科 ２ 50
海洋科学科 ２ 50 水産科

若狭東高校
（180）

ビジネス情報科 ２ 60 商業科
地域創造科 １ 30

農業科
生活創造科 １ 30

電気・機械科 ２ 60 工業科

【現行：平成 24 年度】総定員数：567 人

【再編後：平成 25 年度】総定員（見込）数：500 人

表２ 再編整備後の新体制の姿

　来年４月の再編で、小浜水産高校は若狭高校に統合さ
れ、新たに「海洋科学科（仮称）」が設置されます。また、
若狭高校の職業系学科（商業科、情報処理科）は若狭東高
校に統合され、若狭東高校は総合産業高校として新たなス
タートを切ります。「再編整備のイメージ」「再編整備後の
新体制の姿」はそれぞれ図２、表２のとおりです。

※若狭高校海洋科学科および総合産業高校の学科名は仮称
※再編後の総定員（見込）数は、地区の中学校卒業見込数から推計した数
※学級数、定員数については仮の数字。生徒の志望動向などによって、変更されます

若狭高校

・普通科
・文理探究科【理数、国際】

・商業科【商業】
・情報処理科【商業】

・海洋科学科
・食品工業科
・水産経済科

若狭東高校

・普通科

・産業技術科【農業】
・生活科学科【農業】
・電子機械科【工業】
・電気科【工業】

若狭高校

・普通科
・文理探究科【理数、国際】
・海洋科学科【水産】

若狭東高校

（総合産業高校）

・ビジネス情報科【商業】
・地域創造科【農業】
・生活創造科【農業】
・電気・機械科【工業】

図２ 再編整備のイメージ

※若狭高校海洋科学科および総合産業
　高校の学科名は仮称
※再編整備は、平成 25 年４月からス
　タートしますが、在校生については、
　引き続き、入学した学校で学習を行
　います。（詳しくは９ページをご覧
　ください）

再
編
整
備
の
主
な
内
容

●
小
浜
水
産
高
校
を
若
狭
高
校
に
統
合

し
、
新
た
に
「
海
洋
科
学
科
（
仮
称
）」
を

設
置
す
る
。
こ
れ
に
伴
い
、｢

水
産
経
済

科｣

は
廃
止
さ
れ
、｢

食
品
工
業
科｣

は

｢

海
洋
科
学
科
（
仮
称
）｣

の
中
に
組
み
入
れ

ら
れ
る
。

●
若
狭
東
高
校
農
業
科
、
工
業
科
と
若
狭

高
校
商
業
科
を
統
合
再
編
し
、
若
狭
東
高

校
を
母
体
と
し
た
総
合
産
業
高
校
を
設
置

す
る
。

●
普
通
科
系
学
科
に
つ
い
て
は
、
若
狭
東

高
校
の
普
通
科
を
廃
止
し
、
若
狭
高
校
に

集
約
す
る
。

●
小
浜
水
産
高
校
の
敷
地
・
校
舎
な
ど
に

つ
い
て
は
、
新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基

づ
く
校
舎
・
施
設
な
ど
の
利
用
計
画
を
踏

ま
え
た
上
で
、
引
き
続
き
水
産
教
育
に
活

用
す
る
。

●
大
型
実
習
船
に
つ
い
て
は
廃
止
す
る
こ

と
と
し
、
今
後
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
検
討
を

踏
ま
え
、
小
型
船
に
よ
る
対
応
や
、
他
機

関
の
船
舶
を
利
用
し
た
乗
船
実
習
の
在
り

方
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

●
総
合
産
業
高
校
お
よ
び
若
狭
高
校
海
洋

科
学
科
（
仮
称
）
は
平
成
25
年
度
に
開
校
・

開
科
す
る
も
の
と
す
る
。

再編で

変わる？
何
が

若狭高と水産高が統合。
東高は総合産業高校に

小浜水産高校【水産】
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　今後の

区分 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度

若狭高校

普通科

文理探究科

商業科
２、３年生

在籍
【募集停止】

３年生在籍

水産科 １年生在籍 １、２年生
在籍

１〜３年生
在籍

小浜水産高校 水産科
２、３年生

在籍
【募集停止】

３年生在籍

若狭東高校

普通科
２、３年生

在籍
【募集停止】

３年生在籍農業科

工業科

若狭東高校
（総合産業高校）

《開校》
１年生在籍

１、２年生
在籍

１〜３年生
在籍

❾ 広報おばま　平成 24.10 広報おばま　平成 24.10❽

計画
再
編 各学校の

若狭高校

探究心を育む実践教育の実現

特
色

・普通科では、進路別・選択教科別クラス編制や専任教諭の配置など、個々の進学志望に対応した          
   きめ細やかな指導を行うとともに、情報・経営など、商業系大学への進学コースを設置し、 より   
    幅広い進路ニーズに対応します。
・スーパーサイエンスハイスクール（SSH）を活用した学校設定教科「探究科学」の設定や国際性    
   育成プログラムの実践により、国際的に活躍する理数系人材や科学技術に関わる政策立案などに 
   寄与する文科系人材の育成を目指します。
・水産科については「海洋科学科（仮称）」を設置し、県立大学海洋生物資源学部との連携による
   授業や課題研究など、魅力的で質の高い海洋・水産教育を展開します。また、普通科教育を重視し、   
   海洋・水産系、農学系など、自然科学系の大学進学に対応します。
・水産分野のみならず地域のさまざまな業界で広く活用できる人材を育成するため、地域の事業者
  などと連携して水産物の貯蔵、加工、流通、販売まで幅広く学習できる実践教育を展開します。   
  また、海洋資源や船舶に関する知識・技術の習得、資格取得を促進します。

　若狭高校では、スーパーサイエンスハイスクール（SSH）を
通じた実践教育により、国際的に活躍できる文・理系人材の育
成を目指します。また、新たに設置される「海洋科学科（仮称）」
および若狭東高校では、地域の事業者や研究機関と連携した実
践的な教育を展開し、創造性あふれる人材の育成に努めます。

・農業、工業、商業の３つの専門学科を基本に、さまざまな産業に関する学習ができる教育  
   体制を整備します。

・地域の企業、事業者と連携した実践教育やそれぞれの分野における資格取得の推進など、
    職業教育カリキュラムを充実し、地域の産業界のニーズに応えられる産業人材を育成します。

・商業科は「ビジネス情報科（仮称）」を設置し、簿記や商品流通、語学、情報処理など基
   本的なビジネススキルをはじめ、若狭の産業や観光について深く学習し、地域に根ざした  
   商業教育を展開します。

・「地域創造科（仮称）」では、地域の事業者や研究機関などとの連携により、実践的で先進
   的な農業技術の習得、若狭の特産物の加工から商品開発・販売まで総合的に学習し、経営
   感覚を養うための実践教育を行います。また、地域の開発・保全に関する知識・技術の習得、
   資格の取得を促進します。

・「生活創造科（仮称）」では、介護・保育などの福祉分野をはじめ、暮らしに関する幅広い知識・
   技術を習得するとともに、若狭の伝統的な食文化の継承や創造を担う人材育成を目指し、
   食に関する幅広い教育を行います。

・工業科は「電気・機械科（仮称）」を設置し、電気・機械分野における基礎的な知識・技
   術の習得とともに、さまざまな資格取得に向けた専門教育や、地域の企業などと連携した  
   実践的な教育を展開します。

10 月に高校説明会を開催
　来年４月のスタートに向けて、現在、各高校に準備委員
会が設置され、カリキュラムや教育目標の検討が行われて
います。また、生徒や保護者、学校関係者などへの周知を
図るため、10月には高校説明会が開催されます。
　「再編整備による新体制移行までのスケジュール」は表
３のとおりです。

表３ 再編整備による新体制移行までのスケジュール

〜「海洋科学科（仮称）」を新設し、県立大学と連携〜

若狭東高校
（総合産業高校） 〜農業、工業、商業を軸に、産業のプロを育成〜

※再編整備にあたっては、各学校・対象学科の募集停止と同時に新高校・新学科の募集を行います。なお、対象 
　高校の在校生については、原則、卒業まで、入学した学校で学習を行います

４
月
開
校
に
向
け
て
準
備
中

　

現
在
、
教
員
を
中
心
と
し
た
準
備
委
員

会
を
各
高
校
に
設
置
し
、
地
元
産
業
界
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
学
科
・
コ
ー
ス
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

具
体
的
内
容
を
は
じ
め
、
校
名
・
部
活
動

な
ど
の
決
定
、
入
学
者
選
抜
な
ど
の
開
校

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
産
高
校
が
平
成
27
年
３
月
で

閉
校
に
な
る
の
に
と
も
な
い
、
実
習
室
な

ど
使
用
し
な
く
な
る
施
設
の
活
用
方
法
な

ど
に
つ
い
て
も
検
討
中
で
す
。

10
月
上
旬
に
高
校
説
明
会
を
開
催

　

10
月
４
日
、
９
日
に
市
内
の
２
つ
の
中

学
校
で
、
生
徒
や
保
護
者
、
学
校
関
係
者

を
対
象
と
し
た
高
校
説
明
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

【
高
校
説
明
会
開
催
要
領
】

▼
と
き
、
と
こ
ろ　

①
10
月
４
日
㊍
＝
小

　

浜
第
二
中
学
校
、
②
10
月
９
日
㊋
＝
小

　

浜
中
学
校

▼
開
催
時
間　

①
13
時
05
分
〜
15
時
30
分

　

②
13
時
30
分
〜
15
時
40
分

▼
内
容　

各
高
校
の
教
員
が
中
学
校
に
出

　

向
い
て
具
体
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど

　

を
説
明
し
ま
す

▼
そ
の
他　

平
成
25
年
度
の
募
集
要
項
は

　

10
月
下
旬
に
公
表
さ
れ
ま
す

※

※未来を担う科学技術系人材を育てることをねらいとして、理数系教育
　の充実を図る取り組み

平成 27 年３月
水産高校閉校

統合

統合

統合


